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Abstract 

The bluegill Lepomis macrochirus, an invasive alien fish species, has been confirmed in the 

Tsurumi River in Kanagawa Prefecture, Japan. To investigate the impact of the bluegill on native 

species in terms of predation and competition, the stomach contents of the bluegill captured in 

the Tsurumi River were analyzed. Invertebrates predominated the stomach contents and no fish 

species was observed, in which larvae of the insect family Chironomidae were the most abundant, 

followed by an amphipod Crangonyx floridanus and an insect Micronecta sahlbergii. These 

results suggest that the bluegill may be exerting a foraging influence on native species. 
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緒言 

近年、高度経済成長期以降の経済発展とと

もに、人や物の国内外移動に伴う、動植物の

非分布域外への導入が相次いでいる（田中

2007）。これらは、一般的に「外来種」と呼ば

れ、飼養目的や、農林水産業利用における域・

逸脱、人間活動に付随する非意図的導入など

様々な要因により導入された経緯を持つ（田

中 2007）。現在、国内で確認されている外来種

は 2,200 種を超えており（自然環境研究セン

ター 2019）、中でも生態系に大きな影響を与

える種については 2005 年に施行された「特定

外来生物による生態系等に係る被害の防止に

関する法律」などにより、飼養や運搬などの

取り扱いが規制されている（田中 2007; 片野

2012）。 

鶴見川は、源流が東京都町田市、神奈川県横

浜市鶴見区で東京湾に注ぐ一級河川である

（刈田ら 2002）。当河川流域には純淡水魚お

よび通し回遊魚を中心に、多様な魚類が生息

しており（勝呂・安藤 2000; 勝呂 2019）、環境

省レッドリスト 2020 において絶滅危惧 IB 類

（EN）に選定されているホトケドジョウ

Lefua echigonia や絶滅危惧Ⅱ類（VU）のミナ



 

Fig. 1. Map of the Tsurumi River in Kohoku-ku, Yokohama City, Kanagawa Prefecture, Japan. 
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ミメダカ Oryzias latipes などの希少魚類も生

息している（勝呂・安藤 2000; 勝呂 2019）。  

一方、鶴見川流域ではブルーギル Lepomis 

macrochirus やオオクチバス Micropterus 

nigricans などの外来魚類の生息も多数確認さ

れている（勝呂・安藤 2000; 勝呂 2019）。中で

も特に、特定外来生物に指定されているブル

ーギルは動物食であり（杉浦・田口 2012）、鶴

見川にも生息が確認されている在来種のドジ

ョウ Misgurnus anguillicaudatus やモツゴ

Pseudorasbora parva などの魚類と食性が重複

する（片野ら 2005; 勝呂・安藤 2000; 勝呂

2019）。そのため、国内各地で在来生態系へ与

える負の影響に関する事例が複数報告されて

いる（片野ら 2005; 杉浦・田口 2012; 小和田

ら 2023）。 

本研究では、横浜市港北区の鶴見川におい

て、特定外来魚類による捕食や在来魚との競

争を把握することを目的として、ブルーギル

の食性調査を実施した。当地における自然環

境保全の知見、及び国内河川に移入された本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種の捕食影響に関する一事例と知見の蓄積の

一助としてここに報告する。 

 

材料および方法 

調査地の概要 

 鶴見川は全長 42.5 km、全面積が 235 km2の

一級河川である（刈田ら 2002）。全域の調査を

実施するのは困難なため、ブルーギルの生息

箇所の確認として、2021 年 8 月に鶴見川流域

の釣り人への聞き取り調査を行った。調査結

果に基づき、横浜市港北区にある新羽駅から

北東約 700 m に位置する、太尾ポンプ場排水

樋管付近の流れが滞留する箇所を本研究の調

査地として選定した（Figs.1, 2）。 

 

方法 

2021 年 9 月の 6 日間、2022年 7–9 月の 9 日

間の合計 15 日間で各 2–3時間程度、ワーム型

ルアーや餌用ミミズを用いて釣獲調査を実施

した。なお、餌用ミミズを用いた場合は食性

解析前に胃内容物から除去した。採集された 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Fig. 2. Drainage flume pipe at the Futô Pumping Station (left), and Lepomis macrochirus collection site 

(right). 
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ブルーギルはその場で氷冷および炭酸水を用

いて麻酔後、70 ％エタノール水溶液で固定し

た。 

その日のうちに実験室へ持ち帰り、デジタ

ルノギス（シンワ製 19996）を用いてブルー

ギルの標準体長、口の横幅、背から腹までの

垂直方向を体高として 0.1 mm の精度で計測

し、電子てんびん（AND 製 HF-3000）を用い

て湿重量を 0.01 g の精度で秤量した。 

実体顕微鏡下で胃内容物を摘出したのち、

食性を分析するために、出現頻度（%F）、平均

体積百分率（%V）を算出し、重要な餌種の特

定を行った。まず、各個体の胃内容物につい

て、川合（1985）、日本ユスリカ研究会（2010）、

寺山ら（2014）、自然環境研究センター（2019）、

上野（1980）、石井ら（1950）を参考に実体顕

微鏡下で餌種の特定を行った。なお、胃内容

物については、70 %エタノール水溶液で固定

し、東京都市大学北村研究室に保管した。 

胃内容物分析はそれぞれ次に記す方法で実

施した。%F は全摂餌個体中、特定の餌項目の

胃内容物が出現した個体数の占める割合とし

た。%V を求める際、胃内には不定形物等も確

認されたため、体積分析法を用いて餌生物体

積を求めた。胃内容物を 1 mm 単位格子の入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ったシャーレに水を張り、厚さ 0.2–1 mm にそ

ろえ、餌サイズを縦横 1 mm 単位で計測し、

長辺を餌生物体長とした。その後、餌種ごと

の体積を餌生物の縦横の体長と水を張った 1 

mm の高さをかけて求め、その総計を個体の

胃内容物体積とした。「餌種ごとの体積/餌の

総体積」で各個体における餌項目ごとの占め

る割合を求め、その平均値を%V とした。 

ブルーギルの体長と捕食量の関係を検討

するために、体長と胃内容物体積の関係を単

回帰分析で求めた。ブルーギルの体長と餌の

種選好を検討するために、体長と餌生物体長、

餌生物体積、餌生物種数について単回帰分析

を行った。 

 

結果 

釣獲調査の結果、ブルーギル 20 個体が採集

され（Fig. 3）、標準体長は 75.9–117.2 mm であ

った（Fig. 4）。80 mm 以下は 1 個体、81–90 mm

は 2 個体、91–100 mm は 2個体、101–110 mm

は 8 個体、111 mm 以上は 7 個体と 101–110 

mm 間の個体が最も多かった（Fig. 4）。 

 食性分析した 20 個体から、12 科 19 種の餌

生物が確認された（Table 1）。ユスリカ科

Chironomidae の幼虫が 40個体、フロリダマミ 



 

Fig. 3. Lepomis macrochirus (standard length 75.9 mm, preserved in 70% ethanol) collected in the 

Tsurumi River, Kohoku-ku, Yokohama, Kanagawa Prefecture, Japan. Photographed by Yûki Kowada. 

 
Fig. 4. Size composition of 20 individuals of Lepomis macrochirus collected in the Tsurumi River. 
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ズヨコエビ Crangonyx floridanus が 26 個体、

ハイイロチビミズムシMicronecta sahlbergiiが

13 個体の順で多かった。主要な餌生物として

は、%F でユスリカ科の幼虫 28.37、フロリダ

マミズヨコエビ 18.44、ハイイロチビミズムシ

9.22 の順となっており、%V においてはユス

リカ科の幼虫 3.04 やコガシラミズムシ科

Haliplidae の幼虫 1.82、フロリダマミズヨコエ

ビ 1.53 などに高い値が見られた（Table 1）。 

ブルーギルの体長と胃内容物体積に関係があ

るかを調べた結果、これらは有意な関係にあ

り（Fig. 5）（回帰係数 = 13.85, 6p = 0.04）、体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長が大きくなるほど、胃内容物体積は増加し

ていた。ブルーギルの体長と餌の種選好の関

係をみるために、体長と餌生物体積、体長と

餌生物体長を調べた結果、ブルーギルの体長

と餌生物体積には有意な関係は見られなかっ

たが（回帰係数 = 0.13, p = 0.24）、ブルーギル

の体長と餌生物体長に有意な関係が見られ

（Fig. 6）（回帰係数 = 0.07, p = 0.04）、ブル

ーギルの体長が大きくなるほど、捕食してい

る餌生物の体長も大きくなっていた。また、

ブルーギルの体長が 100 mm を超えた場合に

餌生物種が増加する傾向が見られたため（Fig. 



 

Table 1. Frequency of occurrence (%F) and average volume 

percentage (%V) for each prey organisms of Lepomis 

macrochirus. 
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6）、餌生物種数と体長で単回帰分析を行った

が、有意な関係は見られなかった（回帰係数 

= 0.03, p = 0.07）。 

 

考察 

本調査で採集されたブルーギル 20 個体の

うち、101–110 mm 間の個体が 8 個体と最も多

く、成熟サイズとされている最小 100 mm 以

上（横川 1992）が 15 個体と、半数以上が繁殖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可能であったと考えられる。 

 食性分析の結果では、餌生物の個体

数、%F、%V のいずれにおいても、ユスリカ 

科の幼虫・フロリダマミズヨコエビが大きな

割合を占めていた。鶴見川では、他事例でブ

ルーギルの餌生物の一つとして確認されてい

るモツゴなどが生息しているにもかかわらず

（片野ら 2003; 勝呂・安藤 2000; 勝呂 2019）、

胃内容物からは確認されなかった（Table 1）。 

この要因の一つとして、ブルーギル

はモツゴなどの魚類も捕食するも

のの（片野ら 2003）、ユスリカ科の

幼虫を捕食する割合が高いことが

挙げられる（片野ら 2005; 谷口

2012）。このため、これらの既存報告

と同様のことが本研究の採集地で

もみられているものと考えられる。

鶴見川では、ブルーギルと食性が大

きく重複するドジョウなども生息

していることから（片野ら 2005; 勝

呂・安藤 2000; 勝呂 2019）、国内の

他事例を踏まえると、生息する在来

魚類と食性に関して競争が起こっ

ている可能性が考えられる。しかし、

杉浦・田口（2012）で報告されてい

るように、目視での確認が難しい魚

類の卵や仔魚を捕食していた場合、

競争による間接的な在来種への影

響だけではなく、捕食による直接的

な影響が起きている可能性も考え

られる。 

ユスリカ科幼虫に次いで多く見

られていたフロリダマミズヨコエ

ビは、北米原産の国外外来種だが

（自然環境研究センター 2019）、鶴

見川においても生息が確認されて

おり（勝呂 2019）、国内の他地域に

おいてブルーギルの餌生物として

利用されていることも確認されて

いる（石川ら 2017）。滋賀県の琵琶 



 
Fig. 5. Correlation between intragastric volume (mm3) and standard length (mm) 

in Lepomis macrochirus. 

 

Fig. 6. Correlation between prey length (mm) and standard length (mm) of Lepomis macrochirus. 
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湖において、外来種であるフロリダマミズヨ

コエビよりも、在来種であるナリタヨコエビ

Jesogammarus naritai に対して大きな捕食圧が

かかっていることが判明しているが（石川ら

2017）、鶴見川（勝呂 2019）や餌生物の中（Table  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）にも在来ヨコエビ類は確認されていない。

調査地においては、フロリダマミズヨコエビ

が分布するとされている河岸から水中にはり

出した植生の根など（金田ら 2007）は多数存

在していたが、在来ヨコエビ類の生息環境要
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素として必要な湧き水等（金田ら 2007）は見

られていない。そのため、ヨコエビ類ではフ

ロリダマミズヨコエビのみが常時生息し、ブ

ルーギルの主要な餌生物のひとつとなってい

たと考えられる。 

ブルーギルの体長と胃内容物体積間および

体長と餌生物体長間に有意な相関が見られた

ことから、ブルーギルは体長が大きくなるほ

ど、多くの餌生物かつ、大きい餌生物を捕食

していると考えられた。杉浦・田口（2012）や

小和田ら（2023）の事例では、ブル―ギルが餌

生物の大きさを選択するといったことは見ら

れていないが、鶴見川のブルーギルは体長が

大きくなるにつれて、大きい餌生物を選択し、

より効率的な捕食を行っていたと考えられる。

餌生物種と体長に有意な相関は見られなかっ

たが、体長が 100 mm を超えたあたりから餌

生物種が増加する傾向にあり（Fig. 6）、中でも

甲殻類は 100 mm 以上の個体からのみ見られ

た。鶴見川においても生息が確認されている

ドジョウは、加納ら（2007）において甲殻類を

捕食することが報告されており、本調査で採

集されたブルーギルの半数以上がドジョウな

どの水生生物と食性競争が起きていた可能性

がある。 

 本研究から、解析した個体数は少ないもの

の、胃内容物の状況から鶴見川の調査地周辺

エリアに生息するブルーギルは、他魚種の捕

食よりも食性競争により、複数の在来魚類や

水生生物へ採餌影響を及ぼしている可能性が

示唆された。ブルーギルを含む特定外来生物

は外来生物法によって、密放流や水系間移動

が禁じられ、これらの行為には厳重な罰則が

講じられている（自然環境研究センター 

2019; 片野 2012）。これ以上の在来種への採餌

影響を防ぐためには、ブルーギルを含む外来

魚の放流をしないとともに、周囲への注意喚

起が必要である。 
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